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企業のＩＴに対するマネジメント改革の入り口 －ＩＴマネジメント診断－

システム部門が抱える課題

「ＩＴマネジメント診断」とは

「ＩＴマネジメント診断」の特長

診断結果イメージ

診断の流れ

現在、企業のシステム部門にはＩＴ戦略立案から日常の運用業務にいたるまで、下図のような

様々な課題が存在しており、これらの課題を克服し、その存在価値を内外に示す必要があります。 Ⅰ 多面的な診断が可能

Ⅱ 豊富な実績をベースに業界平均等と比較可能

Ⅲ 課題だけではなく課題に対する方向性も提示

総合評価、活動（業務機能）、資源（リソース）の３つの視点から貴社の現在の状況に
ついて多面的にコメント、ご提言いたします。また内部統制活動に関する質問にご回答
の場合は、その課題についてもコメントさせていただきます。

当社の長年にわたる様々な業種のお客様との関係から得られたデータをもとに、貴社の
業種平均との比較を行い、貴社のポジショニング分析も行うことができます。

診断結果は課題に対する方向性につきましても併せてご提示させていただきます。
これにより貴社の次のアクションプランを明確にすることが可能となります。

診断結果は数値化し、レーダーチャート等によってビジュアル

にわかりやすくご提示いたします。

活動（業務）とリソースの観点から、課題分析や強化ポイント

について、業界平均との比較も参考にしながら、コメントを

させていただきます。

当社の過去の事例から得られたノウハウも駆使して、貴社の

お役に立てるご提言をいたします。
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通常で2週間程度です
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課題克服のためには、組織の「資源（リソース）」を使って「活動（業務機能）」の発揮度を高める

ことが重要であり、それによって“コスト低減”、“品質向上”、“ＩＴ有効活用度向上”の達成という

システム部門の果たすべき経営貢献が達成できると考えます。ＩＴマネジメント診断は、活動の

発揮度やリソースの活用度を測る質問から構成され、組織のパフォーマンス向上に向けた現状

の課題を気づかせてくれる診断サービスです。

ＩＴマネジメント

診断のご紹介

ＩＴマネジメント

診断のご紹介
回収・分析回収・分析

1． 情報化戦略・長期ビジョンを部門内外に示していますか

□A □B □C □D

2． 経営層から情報システム部門はどのように評価されていますか

□A □B □C □D

3． 利用部門から情報システム部門はどのように評価されていますか

□A □B □C □D

4． 情報システム部門としての業務ごとの重要度や発揮度が評価できていますか

□A □B □C □D

ある程度は評価されている あまり評価されていない

あまり評価されていない

ある程度評価できている あまり評価できていない

ある程度は評価されている

それ以前に、情報ｼｽﾃﾑ部
門としての業務が明確になっ
ていない

悪い評価を受けることが多い

悪い評価を受けることが多い

作成はしているが、部門外に
は示していない

評価できている

示しているが経営層からの認識
は不充分である

明確に示しており、経営層も
利用部門も認識している

経営戦略上の重要なﾎﾟｼﾞｼｮ
ﾝとして評価されている

業務に役立つ部門として高く
評価されている

明確なものは作成していない

ＩＴマネジメント診断

…

“事前説明” “問診” “診察” “診断”

※診断結果によっては、より詳細な診断が可能となる個別テーマごとの

診断サービスメニューも多数取り揃えておりますのでご活用下さい

ご提案

個別詳細

診断
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トータル得点： 60点

ＩＴマネジメント診断レポート

【総合評価】

情報システム部門としての活動や資源の状況はる類似企業と比較するとコスト低減計画
の立案やＯＡ機器の標準化など優れている点が多く見受けられます。

活動や資源から得られる経営貢献度合いとしては、やや低く、利用部門から良い評価を得
ていないことや保守／運用における作業負荷による他業務への悪影響などが主な要因と
なっています。

改善項目を検討し、「ＩＴの有効活用」、「コスト低減」、「品質向上」などの経営貢献の観点
から評価が高まる打ち手を推進させる必要があります。

◎×株式会社殿
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製造業C社
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【全体的な傾向】
・「管理」の分野に課題を抱えています。優先度の高いものから取り組む必要があります。
・また、情報システム部門に対して経営層からある程度評価されているものの、利用部門からは余り評価さ
れていません。
　　→利用部門から見て「提案型の相談相手」にあたる機能（利用部門支援機能）の強化が必要と考えられ
　　　 ます。利用部門から見て企画機能面での支援期待を失うと情報システム部門としての価値を下げてし
　　　 まいます。

【計画】
・システム化企画における見積り評価や利用部門から要望を聞く頻度においては、適切に行われていると
考えられます。
　　→利用部門に対する提案型コミュニケーションへの取り組みが望まれます。

【実行】
・本番稼動後に大きなトラブルは無くまた、保守においてはツールやドキュメントを使用して行われていま
す。
・しかしながら、保守／運用作業に追われて他の業務に悪影響を及ぼすことがあり、その原因は、標準化さ
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【全体傾向】
・「カネ」、「技術」の項目においては大きな問題はありません。「ヒト」、「モノ」、「情報」に関
しては改善に向けた課題があり、優先度の高いものから取り組む必要があります。

【ヒト】
・保守／運用／ヘルプデスクに置いて業務負荷がかかっています。
・要員の年齢構成のバランスが悪化しています。
　　→コア業務の明確化と適切な人員配置への取り組みが必要と考えます。
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